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An Experiment to Develop Non—Individualistic Self

Keiichi Mizushima

 This is a brief report on experimentally induced experience of non-individualistic 

self. The  author has previously prposed the "non-Euclidian theory of self", in which 

various types of self such as  double personality, symbiosis, group self, universal self, 

etc., are regarded to be available even in normal persons. Upon this theory, the 

author has tried some experiments with normal persons to develop the feeling of 

various non-individualistic selves. 

 In the present study, some imagery and artistic techniques have been used so that 

the participants (subjects) develop the feeling of symbiosis or communion with othors 

and with universe. Three couples of psychologists have participated. In imagery and 

other situations, each person has made concentration so that he feels the partner 

as "himself" with each other. During three sessions (two days each session) two 

of the three pairs have developed largely "symbiotic" or "common" selves. In the 

fourth session, the frames of  the common self of the pair as well as the frames 

of the individal self have been tried to weekend. This has been also successful to 

develop the feeling of the "universal self" as is the case of Zen training.

本資料は,'前 論(5号 掲載)に 引き続 き,

常識的個人的自己以外の自己が,特 殊な状況

下で,一 般人にも体験され うることを,実 験

的体験学習によって裏づけた事例研究資料で

ある.前 論がイメージ状況下での二重人格的

自己の体験を扱ったのに対し,本 論では,2

人の人が1つ の共同自己を体験的に形成する

過程を扱 う.

㈱ 前論のくりかえしになるが,理 論的にいえぽ,

認知された自己(像)と は,一 定のシェマによ

って構造化されたもQで ある.し たがって,常

識的な意味での個人的自己が絶対的なものでは

なく,社 会的 ・文化的条件によって(そ してそ

こに生きる姿勢によって)多 様に構造化 さうる

ものであり,条 件が違えば,ま ったく違った自

己や存在の感覚が生 じる.そ れが病理的形態や

極致的体験において観察 されるだけでなく,一

般人にも観察され ることは,「 人間学」(水 島

1977有 斐閣双書)を 参照.

共 同 自己の感覚 に近 い例 を 日常生活体験 の
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中に求めれぽ,た とえば カウ ソセラーの共感

の極,愛 し合 ってい る関係の極致,あ るいは

共通 の体験に没入 してい る時な どに若干その

片 りんを うかが うこ とがで きる.ま た心の通

い合 った仲間同士で共同の仕事に没入 してい

る ときに,零お互い同士が同 じ 「自己」 の よ う

に なっているこ ともあ る.(自 分 が寝 てい る

問に仕事や体験を継続 していた仲 間の ことが,

自分 自身の ことの よ うに知覚 され ることがあ

る.)

以 上 の よ うな体験 が,実 験 的条件設 定の も

とに訪れ ることを検証す るた め,筆 者 らは数

ペ アに よる小集 団体験学習 を何回かにわた っ

て行 って きたが,こ こに示す のはそ の中の1

集 団2ペ アの体験過程 であ る.こ の過程は1

部,日 本心理学会43回 大 会(1979)に お いて

神 田久雄 らと報告 してあるので,重 複部分は

な るべ く省略 して,全 体経過 を記す.

1.第1セ ッシ ョン:第1回 セ ッシ ョソは,

2日 間 にわた った体験学習研修会の1サ ブグ

ル ープ として,6人 の メソバ ーの2人 つつの

ペ ア(A、 ,A2,B、,B2,C、,C2,C、 のみ男)

に よって行われ,そ のペ アが どんな共同 自己

を形成す るか とい うことに注意が払 われた.

主 な実験 は3種.

第1実 験 では,箱 庭療 法の道具を用 いた箱

庭 人形劇.ミ ニチ ュアの木 と草で場 を作 って

おいて,そ の場 の中で ミニ動物を動かす.こ

こで各 自,何 らかの ミニ動物 を 「自分 の駒」

とみたて(ペ ア同士 は同種の動物),は じめ は

自由に,次 いでペアの共 同の動 きを行 った.

こ こで とくにBの ペア(B、=N子 とB2=M

子)は 他 の2ペ アに比 して動 き も自由で,し

か もそれぞれ の 「自己」 としての2匹 の トラ

が,次 第に心が通 じあっているか のよ うな動

きを とるよ うになっていった.お 互いに密着

しあっての共 同行動 を とっていた トラたちは,

AやCの ペ ア(そ れぞれ シマ ウマ とウシた ち)

が バラバ ラであった り,動 きが とれなか った

りす るのをみかねて援助 さえ試み る.N子 の

トラが ウシたち の間に入 ってい くと,M子 の

トラが ウマの方に出向 き,し か し双方 とも草

食獣を恐がらせてしまって場面の偶の森に引

きあげてまた2匹 で場面をみつめているとい

うような具合であった.こ うしてBの2人 は,

くっついた り離れた りしなが らも次第に 「お

互いがつながっていて,そ の確認の上に立 っ

て自由に1人 で行動した り他の動物と交わ っ

た りできる」ようになっていった.こ の実験

的体験学習 とその後の話 し合いを通 じてBの

2人 は急速に一体感を育てていったようであ

る.

第2実 験では3組 のペアに身体的共同感覚

を育てる訓練を行った.ペ アの一方が 目をつ

ぶって椅子に坐して 「深層自己」にな り,他

方が 目をあいたまま 「感覚自己」になって相

手のうしろに立って相手の肩に手をあて,室

内や窓外の光景を描写的に語る.そ して 目を

つぶっている方(深 層自己)が それを自分が

見ているように感 じとる訓練である.こ こ

で もBの ペ アが最 も1つ の自己になってい

るような体験 をもった ようである.N子 が

窓外 の木 の葉や木枝の描写を してい くと,

目をつぶっているM子 には,初 めの数分間

こそ単にN子 の話にす ぎない ようであ った

が,次 第にM子 のイメージにはN子 の言 う通

りの光景が展開す るようになった.N子 のい

う木の葉に陽光がふ りそそぎ木枝がゆれてい

る様子を,あ たかも自分自身がみているよう

に感 じたとい う.あ るいは図1の ようにN子

の目を通して共同自己のM子 の心に窓外の景

色が映じて くるようであったとい う.ま た道

を歩いている人の描写などは(足 音が聞こえ

るだけに)い っそ う一体となって感じられた

ようであった.と きには,「相手が言 う前に同

じような光景がでかか つていた」 とい う体験

もしている.

㈱ なお,た とえぽAの グループでは,A2が 「相

手が話していてくれている間はその知覚になり

きっていられるが,少 し黙っていられると相手

とは別の自我が登場してしまう」と述べている.

続いて背中あわせにお互いを感 じとった り

横に並んで身体をふれ合 う場面で もBの2人

は,ほ とんど異和感なく調和 して,実 際に1
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つの体になった ように リズムをと り,自 然 な揺

れ に身 を委 ねていた.

図1

最 後 の第3実 験 では,各 ペ アは2人 で手 を

つ なぎ,そ れ ぞれ 「右 の自分,左 の自分」 と

い う設定 の もとにイ メージ面接 に入 った.イ

メージの中でそれ ぞれが 自由に,し か も対 と

な って共 同 自己(私 た ち と呼ぶ)の イ メージ

を展 開 してい ったのである.Cの ペ アにお い

ては 「私 たち」 は どうして も分裂 しがちであ

った.Aの ペ アにおいて も,た とえばA1(右

の 自分)が 海辺 に行 こうとす るのだ が,左 の

自分(A2)は ほ ら穴に留 まろ うとし,そ して

最後 には,ほ んの指先 だけでつなが ってい る

よ うな感 じにな るのであ った.

これに対 してBの ペ アす なわ ちN子 とM子

は,ス ムーズに共同がな され,ほ とん ど左右

の差を意識 しない よ うであ った.他 の2組 を

感 じなが ら彼 らとかかわ り合 ってい る 「私た

ち」 であ ったが,ど ちらの側か ら表明 され る

「私た ち」 の動 きも自信た っぷ りで,双 方の

イ メージが違 って くるのでは,な ど とい う不

安 はほ とん ど感 じない ようであった.の ちに

なって,感 想を話 し合った ときも,不 思議な

ほどイメージの一致がみられていた.も ちろ

ん客観的に2人 のイメージが常に同じようで

あったのではなく,む しろ共通に感 じ,動 け

るという統合感の方が大前提になっていて,

その大前提の上にイメージを自動的に調節 し

ていた ように思われ る.

その後の諸実験については省略す るが,そ

の日,全 てのセッショソが終 った後,共 同存

在意識に関する体験の評定が行なわれた.

(4号 水島及び草田論文で発表 した評定で,

各session時 になされているが統計結果は本論

では省略す る.)こ こで 「自分 も相手 もない

合一感」「自他のつなが りの実感」「自他を含

んだ系が自己である」「自他に共通 の心が感

じられる」などの評定において,Bの2人 は

他の4人 より圧倒的に高い評定値を出してい

る.た だ 「相手の方がより自己である」「合一

感」などがN子 の方がより高いのに対して,

M子 の方は 「自他を含んだ系」 とい う気持ち

の方が強い.こ の評定結果についての話し合

いも,一 種の体験学習になっており,以 上の

ような感想を語っているうちに,M子 には 「自

他を含んだ系が自己である」 とい う実感が一

層結実し,個 人的自己がハ ッキ リありなが ら

しかしその自己が同時にN子 において(そ し

てさらに他の人びとにおいて)生 きている,

だから自分は死んでも死なないという実感が

高まった という.

なお,こ のセッシ ョソが終った後にふ とし

たハプニソグが起こった.N子 が帰路を急い

でいたので,そ の後の(他 集団と合同の)集

会の途中でM子 にことわ らずに(と いっても

その前に2人 は連絡先をx合 っていたのだ

が)帰 ってしまった.共 生関係に近 くなって

いたM子 にはそれがよほどショックだったら

しく,「自分の半身が失なわれた ような」気

持ちが残 ってしまったようである.(本 来なら

ばもう一度それぞれの個我に戻る確認をして

から別れたかったとM子 は述べている.)し か

し去ったN子 の方も相手を 「分身」 と感 じて

いたのであって,2人 はその後,手 紙や電話
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での連絡を通 して共同存在感を確認 し合いM

子の気持ちも落ちつきを とり戻したのであっ

た.

2.第2回 セッシ ョン:約 半年後に行なわれ

た第2回 目の実験 ではM子 とN子 のペアBの

他は メソバーが入れ変った.こ の時の箱庭人

形劇では初めにペア同土の駒を糸でつないで

共同の系とし,そ の後に糸をとって 「無線での

つなが り」を体験 した.Bの ペアは待っていた

と言わんばか りに共同自己の体験の中に入 り

こんでいった.M子 は 「共同自己であるとい

う意識が既にあ り,自 然に重なる状態にはい

っていけていた.糸 でつなげようとしな くて

もつながっている感覚があ り,N子 と交互に,

前回より広い空間の中で動ける.距 離をおき

あっていてもつなが りを感 じる」 と記 してい

る.最 後には糸を必要 としない感覚にな り,

糸を とったとき,以 前以上に強いつなが り

を感 じながらしかも自由に動けたという.こ

の最後の表現ときわめて似たような言葉がN

子からも聞かれた.

次いで身体一体化の訓練では,Bの2人 は

次のように体験を記している.「自然描写イメ
ージでは共同して合一体であるという感 じが

深まっていて,2人 ともにr私 』でありr私

たち』であるとい う世界に没入できた.N子

が立って情景を語 るとき,N子 の身体の位置

での知覚がM子 においてなされていて,そ の

逆 も成立 していた.そ れぞれの知覚の位置を

高 くした り低 くした りした場合にも,そ の変

化として知覚 された(図1).「 それは個で知

覚され るよりも広い空間をもって感 じられる

世界だと言える.知 覚す る位置の変化に伴い

身体像 も変化 し,坐 っていながらも自分の身

体が立っているものとして実感された.」(M子)

N子 にとっても,こ のセ ッショソが特に重要

であったらしく,後 日,生 活の中で人と話し

ている時に,背 中に奇妙な寂 しさを感じた.

それは明らかにM子 によってしか満たされな

いもののようであった.そ の後イメージ面接

などを経て,セ ッショソの最後には2人 の共

同自己は意識の上では不用になり,他 者世界

に開かれたとい う体験が述べられたが,無 意

識的には2人 のつなが りになお強 く依存して

いたのだと思 うとN子 は述べていた.

3、 第3回 セッシ ョン:第3回 目の実験は,

そのさらに半年後やは りN子 とM子 とのBペ

アを含めて,3ペ アで箱庭人形劇,身 体一体

化の訓練,お よびイメージ面接によっておこ

なわれた.第2セ ッシ ョソでかな りBペアに

準じた共同存在感を発達 させた女子のDペ ア

(D、,D2)も,引 続 き参加 したが,他 の1

ペアは入れ交わ った .Bの ペアは第2回 目よ

りもさらに深い共同存在体験を発達 させ,D

のペアもかな り深い体験をもって,双 方のペ

アが交互作用をす る場面もみられている.こ

の第3回 セッシ ョンについては,す でに日本

心理学会1979年 度大会に報告されているので

ここでは重複をさける.

4.開 かれた共同存在 ・自己超越の体験:今

までに述べてきた体験学習はあくまでも2人

のペアの共同存在感についてであった.そ こ

には2人 だけの閉鎖的な共生関係 も含まれて

いた.し か しそこには,ペ アが他のペアや集

団全体に開かれ,さ らには宇宙的な存在感と

でもいえるようなものに向ってい くような心

性が芽ぽえつつあった.

そこで筆者らは今までとは違った方法で内

的深まりと広が りをさらに発展させるための

セッショソを試みた.つ ま り個人の内的世界

→ペアの共同自己の世界→グループ全体の共

同世界→さらにこれ らすべてを超越して開か

れてい く世界をいう段階をどこまで進んでい

けるかとい う実験的訓練を自らに課したので

ある.や は り筆者の発案ではあったがしかし

この頃になるとN子 やM子 を含めた全員が自

分たちの課題として研究=自 己訓練に臨んで

いったといってよいような雰囲気になってい

た.

筆者らはまず簡素化された箱庭作品(俳 画

的箱庭)を つ くり,各 人の個人的自己の内面

を吟味することから出発した.

まず各人がB5判 の白紙の上に木1本,草

1枚(箱 庭用の木の葉1枚 を草にみたてたも
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の),小 石1個,自 分にみた てた人形1個 を基

礎 材料 として,「 現在 の 自分 の気持 にぴ った

りす る作品」 を作 った.次 に第2段 階 として

ペ アー(BのM子 とN子,D、 とD2,お よ び

リーダーのE、E2の3ペ ア)の 世 界をつ きあ

わせ交わせ る.す でに各ペ アとも連帯 の確認

が できていたためか互いの石や草は近 づ き,

時 には相手 の場 の中に もちこまれ ることもあ

った.た だ人形は社会的 な 「顔」をあ らわす

意味合 いを持 ちが ちであ り,こ のため両者 の

人形が あま り近づ くと 「きつい」感 じが した

り,相 手が 自分か ら離れた時は 「冷たい」 と

感 じた りして,通 常 の対人関係 のパ ターソを

吟味す るよ うな ことにな り,な め らか な共 同

存在感 を時 に妨げ る結果 になった ようである,

ペ アBのN子 とM子 の関 係 も,は じめは ぎ

くしゃ くしていたが,や が てセ ッシ ョソが進

んで くると,独 立 しなが らも相手 の世界へ も

自分の世 界へ もこだわ りな く自由に往来で き

るよ うにな ってい った.

図2-1の よ うに木 は と り除かれ,2人 の

草はそれぞれ2人 の台紙 の境 にまたが ってひ

とつの世 界を構成 していた.M子 の 人形はN

子 の台紙 の方に移 ってN子 の石 とくっつ いて

いた.N子 の人形 も草 とともにM子 の場 との

境界線にきていた.そ してN子 は自分の人形

をM子 の石にくっつけていた.ど ちらがN子

の人形 とM子 の石で,ど ちらが逆 とい う区別

がもう2人 にはなかった.そ してまたどちら

側にいようと別に違いはないようであった.

事実2人 は左側の台紙にいった り右側の台紙

にきた りしていた.一 方が人形と石をこみに

して動かしても,動 かされた側の低抗感もな

い.

やがてN子 は自分の人形のぞぽにあるM子

の石にこそ自分の 「心」があるとい うような

感じが強 くな り,自 分の石を取 り除いてしま

った.す るとM子 の方は自分の人形がいらな

くなってとってしまう.こ うしてM子 の石と

N子 の人形の共同自己がしぽらく場面を動き

回った.そ れはあたか も身体合一の訓練にお

いてM子 が深層自己になり,N子 が感覚自己

になった図1の ような感 じであった という.

図2-2は,ペ アの場を再び離した時のもの

であ り,こ の時も2人 の自己が(図 ではたま

たまN子 の場 の方にいるが)ど ちらにいて

も同 じことだった とい う感想がえられてい

る.

:.
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図3

その後一進一退はあったが静かな合一体験

が流れていった.ち なみにこの時の感 じを図

式的にあらわしたのが図3で ある.

ここで2人 の共同世界から全体の共同世界

(中央の場)に それぞれが開かれていけるか

どうかを吟味する第3段 階に入った.こ のと

きの記録がやや不充分なので多少不正確なと

ころもあるか もしれないが,ま ず図2-2に

おけるように,リ ーダーのペアが(実 験を リ

ー ドす る気持 も働いて)自 分の台紙上にあっ

た自分の石をほんの少 し台紙から出して中央

の 「共同の場」に近づけていった.N子 とM

子のペアはこのときは,N子 の台紙は白紙の

まま,M子 の台紙の上でN子 の人形 とM子 の

石が共同自己を作 っていたわけであるが,M

子が石をN子 の草と重ね,2人 は重ったまま台

紙の前方に移動し,次 いで中央の方に出てい

くのであった(図2-3).D、,D2の ペアは,

図2-2の 段階までにおいても,Bの ペア(M

子とN子)に 準 じた共同存在的な動きを示 し

ていたが,図2-3で はお互いの台紙の間に2

人の草 も石も重ね合せた.

このような過程を経て,や がて各ペアのそ

れぞれの石 と草は別のペアの動きとも協和し

ながら場の中央に近づいていった.最 後には

すべての草 と石が場の中央に置かれ,そ れぞれ

の場は全く白紙になり,し ばしの間静かに 「無

心」に近い境地を味わ うのであった.(も ちろ

んそれぞれに程度 とニュアソスの差があった

ことは後に確認されている.)

この間約30分,そ れぞれのペアの動きにも,

そして1人1人 の動きにも迂余曲折があり,ま

た,そ れぞれに微妙な違いがあったが詳細は

省略する.

リーダーのペアが直接無心を志向するよう

な動きをとったのに対して,B,Dの ペアたち

はやは り2人 の一体感を味わいつつ,や がて

その2人 の関係にもこだわらずにそれぞれが

中央の場に 「没我」 していったように思われ

る.

以上のように,こ の最後の実験では,2人

の共同存在的融合ののち,そ れが集団全体に

広が り,し か もそれはこの集団に とどまらず

に,す べての人,自 然全体にまでつながるよ

うな一体感に発展することがある程度体験的

に検証 された とみることができる.前 論(4

号)で 紹介 したスケールおよびそれに準 じた

自己像図式投影 も併用 したが,共 同の枠は開

かれてとり除かれ,自 意識 も背後に退 き,宇

宙,自 然 との一体感をはじめ佃者 との一体感

や没我のサイソが多 くみ られている.

ちなみに図2-3及 びそれ以降の段階の共

通体験 として,「中央は底深い世界であって
'自分の"自 分が'と い う個の感覚はな く

なっている.」「自然な動きがある」「中央は解

放されてお り誰のものでもなく,他 人に動か

されても低抗はない」等と表現されていた.

ただ しその 「普遍的世界」を,澄 みきった悟

りの境地のように体験した メソバーと,ド ロ

ドロした汚物を含んだものとして感 じるメソ

バーのあったことも付記 しておきたい.

5.結 び:以 上,2人1組 のペア(と くにM

..



子 とN子 のペア)の3回 にわたる実験的体験

学習によって,共 同存在感がかな り育つこと

を体験的に検証し,さ らにその延長として(2

人と行動を共にしてきた他の2ペ ア4名 との

集団状況の中で)他 者へも開かれ,さ らには

自己超越的なニュアソスを含んだ一体感もあ

る程度育つことが検証 されたといってよいで

あろう.

もちろんすべてのケースがこのような共同

存在感を育てるわけではない.た またまM子

とN子 が共にそれほど強烈な個の意識をもた

ず,融 合しやすいパーソナ リティだったため

もあろう.ま た2人 の相性その他出合いに有

利な条件があったものとみなされる.し かし

本集団を形成していたD!,D2の 間にも,ほ ぼ

同等の過程が進行したわけであり,さ らに(最

後の自己超越体験は別 として)筆 者が行った

この種の実験的訓練において,約1/3は(す

べて女性のペアであるが)多 かれ少なかれ同

じような(そ して本人同士も感激す るような)

体験を得ている.し たがって実験的条件設定

による共同存在意識の発達は,か な り普遍的

なものとみることができる.

但 し少 くとも第3実 験までにみられ る共同

存在感の発達は,自 他の比較的未分化な(あ

るいは合一 しやすい)日 本人であること,と

くに女性にその条件が強いことをぬきにしては

考えられない.ま たその過程においては,M子

がN子 に感 じたような共生関係的な分離困難

が生 じること,な どの社会心理的,情 緒的 メ

カニズムを通 じて可能になっていると思われ

る.(若 い男女をペアにした場合に恋愛関係

の急激な発展の契機になる可能性もあろう.)

一般に情緒的距離のある男性ペアや ,西 欧的

個我の強い個人においては(他 の同様な実験

結果からして),こ こで述べた共同存在体験

の度は少いようである.こ れに対して,最 後

の自己超越的段階の体験は,共 生的共同存在

の段階を経ずに,禅 的状況設定のもとでも可

能なことが他の実験で明らかにされてお り,

今後独自に考察しいて くべき点が多いと思わ

れる.一 以 上一

(1984年9月18日 受付)
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